


温泉2015年1号

^剰iーユース

^「温泉資源の保護に関するガイドライン(地熱発電関係)」一部改正案に11月20日意見を提出

温泉をゆう1_Ⅱさせる目的でヒ地を掘削する場合、温泉法第 符巾を踏まえ、「規制改革実施計画(平成25午6n 14

3条により都道府県知班の許n1が必要とされている従来、Π閣議決定)では、r温泉法第3条が温泉をゆう出させる目

温泉をゆうⅡ.1させる同的以外の掘削でも、温泉のゆう出が客 的で士地を掘削Lようとする者は許可が必要としていること

観的に予想される場所、または状況の場合、許可を要するも を踏まえ、許可が不要な掘削について類型化する」こととし、

の巴解釈され行政指導がなされてきた。 「平成26年度結論、結論を得次第措置とし九。

平成24年3村に環境省が策定した「温泉資源の保護に関 この決定を受け、環境省では26年7月から r温泉資源保

するガイドライン(地熱発篭関係)」でも、これに従った記護に関するガイドライン(地熱発屯関係)検討会」を設最し

述となっていたが、内閣総理大臣の諮問機関である規制改革 検討してきたが、ガイドラインの部改正案をまとめ、平

会議は平成25年6門5日の答申で、法律を拡大解釈し法律成26年10村 20日から H 月20日まで意見募藥を行った

1二は許可が不要である掘削に対して許可申訥を求めるのは適 本会は右頁の内容を 11 門 20日に意兄として提1Ⅱした

切な対応とはいえない、とした

協会日誌

7月

2H 饌光1劃係団体一水会例会(東京"本観光振興協会。寺田専弼出席)

10円温宋1對係功労者環境火臣班彰麦彰式(東東環境告.岡村副会R、徳高識

巣供称榊受貧)

U I'1 第 U川「温染狭七ミナー」1捌ml(女忰部委N会主依)(東京都道府県会

飢.ロパートキ十ンペル氏「H本文化と温呆」)

14Π例民保養櫑染地陥議会総会則依(Π'泓泉協会が!"務受託)(焦'県黒川

温泉・ぺっちん飢.寺川1リ務、荒IN●長1"席)

16"岐阜県識泉協会総会(岐0県ド呂温泉水馴伽。大山会長出席)

18日第Π引謝藥委U分1刑n11(恊会会:達塞)

29 H ピンクリポンのお";ネットワーク総会(染京浜松町禦京"舘人111会長

出席)

30H 環境竹ノ築Π可温泉資諌保縦に関するガイドライン(地熱発世脚係)検討

会(東京経許産寒伽刑飢佐藤常務刷会長出庶)

臼協会だより

8月

N 臼第2回編染委11会側催(協会会議室)

21臼平成27年度会R総会の打介せで新謁県師披温泉を肋岡(大山会長、倒

村副会征、寺IU専窃)

28Π~29臼 r輯"観光交流拡大シンポジウム」(韓国観光公社土痛)(韓例ソ

ウル市・ロッテホテル火山会k出席)

すなろ荘人山会長、休膜常務柳会R、荒井局Rほか出席)

15日日'、W'1斬1捌大会(東京帝国ホテル。大!1」会R出脂)

16日第4回糊藥委貝会1捌側(協会会:N室)

16"設泉熱判Ⅲ改倍研究会(Ⅲ京 Uホ環境衛生七ンター。佐煉常弼副会長川席)

19Π佐腫蛙1モ氏凪日中綬崇祝貿会(岩乎県0なぎ温泉ホテル火観。湘中.織会

R出席)

器"築41"Ⅲ話胡会長会網用側(協会会識室)

24"瓜境竹ノ第Π引可燃竹沃然ガス発生汲尿井」」の州飯!L力策検討会(東京

AP品川アネックス。寺田ψ弼傍瑞)

27"瓜境告/第3回描呆資法保護に倒するガイドライン(地熱窕田則係)検肘

会(東京・環境?1.佐膜常務刷会R出席)

9月

2肝姉7回平成26年崖Πポ温泉協会会典総会突行委n会(群甥11↓巾之条町

小と条町役場。火山会長、岡村副会R、寺田専務出席)

観光関係団体・一水会例会(東京 11本観光援興恊会。荒・井崩長Ⅱ1席)3Π

第4回女性部委貞会1用州1(協会会通室)17 U

r観光立風推進フォーラム」細ポ観光振興恊会主他)(来京東商ホール20 "

寺田専務出席)

24 臼第3回編染委貞会1胴州(協会会:役宰)

環境省第2回温宋寳涼保護に1釦するガイドライン(地熱発世1劃係)検討25日

会(東京・環境名佐藤常務副会長小席)

26日ラジオ日本「こんにちは、仙蒔粥大です」放送(火山会長出韻)

「ツーリズムE X P 0ジャパン(染京叫!京ピッグサイト。寺Ⅱ1専務、28日

荒井局R桝察)

11月

4U 学術部委R会幹1"委戯、リ門部会責任名会議例側;(協会会講室)

5引釧光1瓣係団体一水会例会(東京"本観光挺典協会.荒非局長出席)

7111 第2回 r温泉塾セミナー側催(女性剤委貞会主肱)(葉京都近府県会館

下村満子氏ほんとうの女性の時代とは?)

20日 111形県識栞協会仰1立90胸年,ι念式典(山形以かみのやま温泉ス判1の御

譜あヴま肘大山会長川席)

27U 肌境?;/第2回可燃性欠然ガス難生温来非戸の埋戻し力'策検肘会ω!京

東京国際フォーラム芋Ⅲ専務傍烈)

「温泉資源の保護に関するガイドライン(地熱発電関係)

該Ⅷ笥所「番り1

10月

IH 観光1刈係団体・水会例会(東京・ U本観光糠典協会。荒井脆錢川席)

7H インターネット委典会W榊1(恊会会議室)

8日全煉述庁f11掃令Ⅷ大会(京都市みやこめっせ.火山会鎚出席)

10Ⅱ~ U U 第21回Ⅱポ温泉クラプの染い」側仙礼1島県.岐泓巣人メLあ

<愆見内容>ri品泉法では、温泉を油出させる11的で 1:地を掘削しようとする冉は、都道府県知."に中請してその許可を受けなけれ

ばならないとしており、地熱発世に利用するための熱水・蒸気の生産井の掘削はもちろん、地熱1刑兆のための探査時に地下の熱水

貯附状況を硫認L、資源祉を検村する九めの試験井の掬削であっても、撮呆の泌出か見込まれる場合には温泉法に基づく則削許口1

1"請が必嬰となるという現11のものを、温泉法では、撮泉を湧出させるΠ的で 1二地を訊11削しようとする者は、都道府リ,ι知,Ⅱに

111討1してその,詐可を受けなけれぱならないとしている。」と故める案には反対いたします。

また、内閣総理人臣の誹1珂機関である規制改笊会議の特小を踏まえた開議決定で、「温泉法第3条がil,1泉を棚出させる円的で土

地を掘削しようとする者は許可が必墾としていることを踏まえ、許可が不塾な掘削について類j包化する」こととし、「平成26年

塵結諭、結論を得次第措1雌」とした決定にも反対いたします

検討会において類型化された、「地F水採取を倒的とした井がの捌削 rダム又はトンネル等の物梢山「ビル建設等に関する捌削

「鉱物又は上イi類採取の掘削」「地震観測のための井戸掘削」等(以 1:、その他の掘削行為)は、深部熱水を採取する地熱発遜の捌

削とは異なる次兀の掘削行為ですそれを地熱発箪関係の「地質・地熱椒造剥査のための掘削」「地熱発屯に供した洲水を地小に

戻すための井liの則削」r水位等をモニタリングするための井戸の掘削」等と1司列に扱うことは乱瓣な議論であり承服いたしかね

ます。

i品泉法は泓泉を泌出させろだけでなく、i品泉源に影郷を与えること、および温泉を汚染することが予想されるイL井の捌削は、温

泉法の許n1を必優とすることを理念としています。地熱発屯所の熱源である地下深部の,知知訂払泉の源であります従って地熱兆

地の孔井は泓宋源への影"が予想されますそして、枯"爾原への哲染の例としては、地熱発雌所が地ドに戻す熱水の井J〒がまさに

これに該門いたします

これまでは、撮宋を籾出させるU的以外の掘削でも、温泉の1リj11_1が客観的に予戀される場所や状況における場合、渦宋松第3条

1項の許"1を里iするものと解釈がなされ行政指導が行われてきましたこれは決して法の拡人解釈ではなく,1"而の予防批枇であり、

こうしたかたちで温呆の傑護が剛られてきたものと"えます.詐111を不塾とし野放し状態にな0た場介、果たしてこれまでEおり

温泉の保護が図れるのでしょうか

温泉資源は掛け替えのないn然資源であります似りあるこの人地の惑みをいかに保護し、持続的に利川可能なものにしていく

かということは、Π然環境の保企のみならず、地域経済ひいては1.1本の文化にとぅても、そして観光立1川としても爪嬰な課越であ

ります

この改正は大きな改恕であり、将来にわたって大きな袖朧モを残すものとして妾轍にたえないものと,;わざるをえません

理山

i"糸法は、;1,1呆資源の保護を1剥るための仕緑みとして、詰UR掘削の弃n!(第3条 1Ⅱ0 を小心、に、,弁可への条件付り.、詐可の取

り消し、原状1川役命令、溢宋の採収制隈命令、縦告の徴収、立入検査、無'詐可卦11削に対する剖則を規定していますこれらの擶1門

は、第3条 1項の対象行為であることが前捉であり、ひとたび第3条 1項の許可対象から外れれば、条件の付リ・も煉状1川後命令も、

報告の徴収、立人検査および無詐可掘削に対する例則も、すぺて適川外となることに江愆しなければなりません

また、「温宋をゆう川させるΠ的のイi無は、掘削者の訂兆的愆凶のみによるものでなく、訓削 D"の力法、捌削地」蕪の地質、

既存派宋からの距雌等を総介的に勘案し、客観的に判断すべきであり、地熱闘介のための'掘は、最終的には洲泉をゆう出させる

ことが倒的であることを踏まえ、また、りい段階から温泉資源の保護と地熱発世巴の隅継を図るためにも、温泉法第3条リ貞の対

象とすべきであるとぢぇます

12月

1臼第28回「にっぽんの譜泉 100選符介会(来京・観光経許新聞社.荒井

局長出蠏)

2Ⅲ~3日「n韓観光交流拡火シンポジウム{日'政府観光1司ヨⅧ扮(東京,

グランドパシフィウク LE DAIBA 大山会長出席)

8訂環境告ノ第4回温染寳凍保護に関するガイドライン(地熱発世関係)鞭肘

会("0}【・凱境岩佐熊常務副会」て出席)

8日 1畔際観光施般協会忘年交歓会(東」"・KIHACHIAOYAMA。火山会長出席)

10臼観光則係団怖一水会例会叫!東和ダイニング小川町荒井局長出席)

15日日本易湯を守る会捌立40周年記念式典(東京 11野粘養軒大山会促ほ

か小席)

16N nンド銘揚を守る会稔会(非!JH 上野柳養軒大山会H出席)

19 Ⅲ第 1回平成27'1三座会Q総会突行委↓1会(新潟,'瓢披嶽袋夕映えの捌汐

央荘.日木温巣協会伽1"席打:大山会R、山村学術部委U長、笹ポ行.Ⅱ

委U長、今橋細染婆U長ほか)

22 Ⅱ第2回総務委U会m1催(協会会,遷室)

26 Ⅱ仕」Ⅱ納め

部改正案に対する日本温泉協会の意見の内容

1'
^

C挨当摘所>「番号2~6」

<意見内容>現行の央から「(温泉の泌出が見込まれる場介)を削除することには反対いたします

<理由>地熱兆心所の熱源である地ド深部の熱水は温泉の源であ1)ます。地熱発屯のために行われる掘削は、兆磁システムを

榊築するプロセスの各段階においてなされなければならないものだとすると、個別に無関係にlfわれるものではなく、その行為は

地熱発世システムを拙築するために必墾な・述の作業とみるべきで、前耳iと祠じく、最終r内にはi品泉をゆう出させることが11豹で

ある以上、これらの釧削も第3条 1項の許Ⅱ1が必嬰と"えます
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^剰iーユース,

^「温泉資源の保護に関するガイドライン(地熱発電関係)」の一部改正にっいて

策定および一部改正に至る経過

一再生可能エネルギー促進を閣議決定一

逃塾騰1毅儲航鯏
寮20 言虞岳セミナー

環境名は平成26年12月3日付で、「温泉資源の保護に側

するガイドライン(地熱発磁関係)」の・部改11ι等について、

Π然環境局長名で将郷道府県知小に宛て通知した。

ガイドラインは再生可能エネルギーの導入促進に向けた閣

議決定を受け、1品泉資源の保護を懐1りながら再生"1能エネル

ギーの導人が促進されるよう、地熱発1倒刑発にかかわる温山ι

の島11削等について01り戊24年3村 27日策定された

今1"1の改.1「は、温泉のゆう1」.1が見込まれる場介は、柵゛ルの

ゆう出をΠ的としているか否かに関わらず温泉法第3条の許

可が必要としていた従来の述用に対し、温泉のゆう出をΠ的

巴しない掘削については許可対象とすべきではないとする規

制改革会議の答小('1り戊25年6門 51りに従った内容になっ

ている。この答ヰ1に」'づいた規制故革実施計画(平成25午

6月14 Ⅲ鬨議決定)において、洲'泉法第3条が温宋をゆ

う出させる目的で十」也を抑!削しようとする者は'汗U1が必塾と

していることを踏まえ、許岻が下塾な掘削について類型化す

る」とした紙論を受け、平成26匂三9月25日の第2山1泓泉

資源保護に関するガイドライン(地熱発電関係)検肘会にお

いて、許可が不要なものの類型化の取りまとめを行い、その

内容も別紙としてガイドラインに盛り込まれたる

、^
^^

を確認し、資源」,tを検討するための試験井の掘削であっても、

泓泉の泌出か見込まれる場合には温泉法に基づく掘削詐"1申

由1が必要となるとされていた

これか【改111後】は、 1品」ι法では、温泉を潮H,1させる"

的で上地を掘削しようとする街は、都道府県知リfに脚劇して

その許n1を受けなけれぱならないとしていると改め、地

熱開発といえとも温泉の初出が見込まれる場合は、温泉法に

基づく掘削許可巾耐を必堕とするという文河が削除された

また関連して、地熱発篭所建設の各閥査段階から連転開始

段階、さらに遜転開始後の将段階ごとの捌削について、「想

定される抗井掘削の内容にこれまであった(温呆の朔出

が見込まれる場介)の文'1!がすべて削除された

^

^

;'
^

掘削許可が不要な掘削の類型化

一温泉資源に影はないのだろう力、ー

・方で新たに、温泉恕第3条に基づく掘削許可が不堕な

掘削の類型化についてとして、地熱兆世関係の抓削h為と

その他の代女的な掘削h為について、温泉法第3条の捌削許

可が不要なものを例水した

地熱発屯関係の掘削行為では、下記のような掘削が"えら

れる、としている

・「地質・地熱構造閥介のための掘削」

・「地熱兆旭に供したi品水を地小に戻すための井戸の抓削

・「水位智をモニタリングする力めの井戸の掘削」等

なお、地熱発繊所設識に向けた澗査段階に掘削された井が

を発確川等に供するための井戸として転則する場合に触れ、

掘削しようとする段階においてあらかじめ転川する愆思かあ

る場合は、「i註泉をゆう出させる倒1内」を有していると毎え

られるので温泉法第3条の掘削許可が必塾であると補足して

いる

その他の掘削行為については、地熱発雄1判係の物1削竹為以

外に、社会インフラの艷備燮に関する捌削行為が老えられる

として、貝体例として下i記のものをあげている。

・「1也下水採取を口的とした井戸の侃削」

・「ダム又はトンネル等の抓捫11」

・「ビル建設等に1刈する掘削

・「鉱物又は上右類等採取の物制」

地震観測のためのJ1リi掘削」等

環境省では本ガイドラインの一部改正にあたり平成26年

10 門 20日からⅡⅡ 20 まで改i11案を示し意見募染を行っ

C '会もこれに意見を捉出した。提出した意見の内容は本

.i志 26 頁に掲載。

ガイドラインは、瑞1境竹のホームページで見る二とができる

h 11P:/ハV、VW、cnv.甘0..ip na lul'e/onsen/docs/chinclsu
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改正のボイント

一温泉ゆう出を目的としない掘削は許可不要一

改正のj'本的なポイントは、第・地熱1刑発のための拠

1判許可に係る判断j'楽の号え方のW頭の変処点に現れてい

る。

【改↓11前1 のガイドラインの."き出し部分は「i品泉法では、

況'泉を泌H.1させる11的でけ也を掘削しようとする告は、都道

府県知沸に中,研してその詐"1を受けなけれぱならないとして

おり、地熱発篭に利則するための熱水・蒸気の生産井の捌削

はもちろん、地熱開発の九めの探査"寺に1也ドの熱水貯劉状況
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第
2
回
温
泉
塾
を
終
え
て

私
た
ち
は
、
大
地
の
恵
み
温
泉
に

育
ま
れ
、
生
か
さ
れ
て
き
た
そ
れ
な
の

に
、
余
り
に
も
「
温
泉
」
に
つ
い
て
不
勉

強
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
達

女
性
部
は
改
め
て
「
温
泉
」
に
つ
い
て
学

び
を
深
め
、
感
謝
の
歩
を
踏
み
出
し
た

い
と
考
え
た

親
が
福
島
出
身
と
い
う
下
村
講
師
の
ご
紹

介
が
あ
っ
た

(
講
演
内
六
色

ホ
ッ
ト
な
温
泉
に
絡
め
て
ホ
ッ
ト
な
情

報
を
届
け
た
い
私
共
の
吉
Π
を
汲
ん
で
頂

き
、
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
編
集
長
も
務
め

ら
れ
、
長
ら
く
メ
デ
ィ
ア
の
最
前
線
で
ご

活
躍
の
下
村
さ
ん
に
「
ほ
ん
と
う
の
女
性

の
時
代
と
は
?
」
ど
ん
な
物
で
ど
ん
な
意

味
を
も
つ
の
か
と
い
う
内
{
谷
を
深
く
掘
り

下
げ
伝
え
て
頂
い
た
。

「
生
き
方
塾
」
の
中
で
塾
生
は
自
分
で
考

え
判
断
し
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
事
が
求

め
ら
れ
る

仕
事
社
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位
は
男

性
中
心
の
組
織
の
中
で
は
男
性
の
意
識
改

革
を
し
な
け
れ
ば
輝
け
な
い

旅
館
の
中
で
女
性
の
存
在
は
重
要
な
部

分
を
占
め
て
は
い
る
が
、
決
定
の
場
に
女

性
が
関
わ
っ
て
い
な
い
の
は
、
真
の
共
同

参
画
と
は
い
え
な
い
。
男
^
七
0
%
女
^

三
0
%
位
の
割
合
で
男
女
が
関
わ
る
専
が

必
要
で
、
そ
う
し
な
い
と
化
学
変
化
は
起

こ
ら
な
N

益
々
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
 
U
本
人

(
秋
晴
れ
の
小
春
日
和
の
中
)

都
道
府
県
会
館
4
階
の
会
場
に
約
4
0

名
の
入
塾
者
が
集
ま
っ
た
。
抜
け
る
よ
う

な
青
空
の
穏
や
か
な
日
に
赤
と
黒
の
デ
ザ

イ
ン
の
若
々
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

下
村
満
子
さ
ん
が
颯
爽
と
登
場
さ
れ
た
。

島
田
美
智
子

日
本
温
泉
協
会
女
性
部
委
員

だ
け
で
な
く
人
種
を
超
え
た
コ
ミ
ユ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
が
重
要
に
な
り
、

互
い
に
理
解
し
令
う
事
が
更
に
求
め
ら
れ

(
小
口
委
員
長
の
挨
拶
)

下
村
満
子
生
き
方
塾
」
の
第
一
期
塾
生

だ
っ
た
小
口
委
員
長
と
の
繋
が
り
と
ご
両

温
泉
業
と
し
て
「
温
泉
に
こ
だ
わ
る
事
、

個
性
を
ど
う
だ
す
か
。
」
で
多
様
な
花
を

咲
か
せ
る
会
社
が
生
き
残
れ
る
。

男
女
の
各
視
点
で
物
事
が
え
る
社
会

は
男
女
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
採
み
A
つ
て
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
社
会
に
変
わ
る

損
得
で
は
な
い
、
人
と
し
て
の
生
き
方

は
?
正
し
い
市
は
何
か
?
を
見
極
め
る

女
性
は
受
身
な
の
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を

つ
起
こ
す
事
が
必
要
小
さ
い
種
を
つ

で
も
蒔
い
て
育
て
る
出
が
人
切
と
い
う

お
話
に
私
自
L
も
日
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思

い
で
し
た
温
泉
関
係
の
方
や
女
性
だ
け

で
な
く
男
性
に
も
聞
い
て
欲
し
い
ご
講
演

で
し
た

(
質
問
タ
イ
ム
と
お
楽
し
み
抽
選
厶
罫
)

温
泉
協
会
加
盟
の
旅
館
の
宿
油
券
が
へ

ア
で
五
組
様
に
当
た
る
抽
選
会
が
あ
り
ま

し
た
第
=
回
目
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み


